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○ はじめに 

 

 いま我が国は、これまで経験をしたことのない少子高齢化、人口減少や経済のグ

ローバル化など時代の大きなうねりのなかにあります。 

 人口の増加や経済成長を前提に制度設計された、医療、年金、介護などの社会制

度は高齢者の増加に伴い給付が膨らむにも関わらず、その負担を担うべき現役世代

が減少するという難題に直面しております。 

 このことは、人々の社会的あるいは経済活動を支えている交通システムにも及ん

でいます。単身高齢世帯の増加や核家族化による世帯構成人数の減少は、移動制約

者を家族や地域で支えることが困難となっていることを示しています。 

 また、コンビニに象徴される生活様式の24時間化、派遣労働者やパート労働者な

どの働き方や労働時間の多様化により、大都市などでは早朝から深夜に及ぶ広範囲

な交通サービスが求められています。 

 一方では、マイカーの普及と地方での過疎化の進行は、公共交通の利用者の減少

を招き、また、運輸行政の規制緩和などもあり、各地で路線バスの撤退や減便が相

次ぎ、各自治体にとって重い行政課題となっております。 

 北広島市は、ここ当分の間は人口増加が続き、高齢化率も全道平均を下回ること

が予想される北海道でも数少ない都市ではありますが、人口減少が進み高齢化率が

高い地区や路線バスのない交通空白地帯が散在しています。また、路線バスはある

ものの便数やバス停まで遠いなど、利便性の向上や料金などの改善についての要望

もあります。 

 市では、平成19年度にこういった問題の調査研究のため、市内各地区、各団体の

代表及び公募市民委員の10名で構成された「北広島市地域交通システム検討委員

会」を設置し、アドバイザーとして交通システムの専門家である札幌大学の千葉博

正教授にお願いしたところです。 

 当委員会は、5月に市長より委嘱を受けて以降、千葉教授のご指導をいただき

様々な課題を抱えながらも、創意工夫を行い地域交通の運行に取り組んでいる先進

地の事例の調査研究や、伊達市の「愛のりタクシー」の視察研修を行ってきました。 

 さらに、市民の皆さんに地域交通の問題について、理解を深めていただくために

市内2か所で、千葉教授の講演会を開催したほか、地域の交通問題の実態や市民の

意向を把握するためにアンケート調査を実施しました。 

 私たち委員は、これらの情報を基に、北広島市の実情にあった望ましい交通シス

テムのあり方について取り組んできました。 

 この報告書は、これまでの委員会での検討の成果をまとめたものです。 
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第第第111章章章   北北北広広広島島島市市市のののすすすがががたたた      

1-1 北広島市の現状 

 

1-1-1 概況 

昭和30年代前半まで、北海道でよく見られた農村のひとつであった広島村は、昭

和39年に新産業都市建設促進法に基づく、地域指定を受けたことで都市基盤整備が

加速されました。昭和45年の道営北広島団地の開発や、また、ルート変更を伴う国

鉄千歳線の複線、電化工事が具体化し、札幌へのアクセスが大幅に改善されるよう

になり、今日の発展の基礎が確立しました。 

人口は、昭和49年に年間4,400人が増加するなど急激に増え、それ以降も年間約

1,500人程度の増加が続き、平成4年には人口が5万人を超え、平成7年の国勢調査を

経て平成8年に市制を施行しました。 

しかし、最近は平成元年の2,500人をピークに、少子高齢化の影響もあり、300～

400人程度の増加となっています。また、20～30歳代を中心とした年齢層の転入が

多いものの、人口の年齢別構成は55～59歳を頂点とした形状になっています。 

人口構成は、平成17年における14歳以下の年少人口の割合が、出生率の低下等に

より14.1%と平成7年からの10年間で3.7ポイント減少している一方で、65歳以上の

老齢人口割合は、18.2%と5.8ポイント上昇しています。 

特に、北広島団地や西の里団地では、開発から40年近く経過し、高齢化率が市内

の他の地区に比べ高い状況にあります。市全体の高齢化率は、平成42年の推計値で

は、全道平均の33.6%に近づく32.3%と高い値が想定されており、今後、急速に高齢

化が進むものと推計されています。 

市街地は、地理的な条件や幹線道路・鉄道沿いに開発が進められてきたことから、

5地区に分散しています。 

交通網は、道央と道南、道東とを結ぶ道央自動車道と主要幹線である国道36号・

274号や道道栗山北広島線・江別恵庭線が市内を通過しているなど、道路環境に恵

まれています。 

また、ＪＲ千歳線の札幌と新千歳空港の中間にあり、通勤、通学等の利便性も良

好な状況にあります。 

このような地理的条件から最近は、国道36号沿いの大曲地区と国道274号沿いの

東部地区にある工業団地への流通、情報系企業等を中心とした立地が進んでいます。 

また、特に札幌市の東部と接する大曲、西の里地区は、生活圏が札幌市域に多く

あり、行政界を越えた市民交流が行なわれています。 
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1-1-2 人口及び世帯数の状況 

 北広島市の人口は、道営北広島団地の開発や東部、大曲、西の里地区等での区画

整理事業や民間住宅団地開発等により、昭和45年以降著しく増加し、昭和50年の国

勢調査では、前回調査と比べ人口の増加率が2.28倍と全国第2位の伸び率を記録し

ました。平成7年の国勢調査までは、いずれも10％を超える大きな伸びとなってい

ましたが、平成12年の国勢調査以降は、5％程度の伸びに鈍化し、住民基本台帳に

よる最近の動向では、年間約0.5％程度の伸びとなっています。 

世帯数についても人口に比例し増加しており、平成17年の国勢調査においても、

10％を超える伸び率となっています。しかし、世帯当りの人口については、単身世

帯の増加や少子化等と考えられる影響により、平成12年の国勢調査で初めて一世帯

当り3人を下回り、その後も減少傾向にあります。 

平成17年の国勢調査では、人口60,677人、22,362世帯、2.71人/世帯となってい

ます。 

国立社会保障人口問題研究所の人口推計によると、将来的に北海道全体での人

口減少が予想されている中、北広島市においては、平成37年に人口が69,837人まで

増加し、その後、減少に転じると推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 人口と世帯の推移 

 

 

 

出典：平成17までは国勢調査結果 

H22～H42は日本の将来推計人口（平成15年12月推計） 国立社会保障人口問題研究所 

9,746

22,264

34,148

40,853

47,758

53,537
57,731

60,677
65,033

67,608 69,254 69,837 69,378

2,289
6,052

9,896
12,026

14,662
17,521

20,305
22,362

3.45 3.40
3.26

2.84
2.713.06

4.26

3.68

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42

人
口
・
世
帯
数

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

１
世
帯
あ
た
り
の
人
口

（
人
/
世
帯

）

人口

世帯数

1世帯あたりの人口



 -3- 

1-1-3 高齢化の状況 

平成17年の国勢調査によると、65歳以上の高齢者人口は11,032人で総人口60,677

人に占める割合は18.2％となっています。これは、北海道全体での高齢化率21.4％

を3.2％下回っており、千歳市、苫小牧市、恵庭市などとともに道央圏の都市とし

て高齢化が低い「若いまち」の一つとなっています。 

しかし、国立社会保障人口問題研究所の推計によると、今後、平成22年から平成

27年にかけて高齢化が進み、平成42年においては32.3％となり、全道平均の33.6％

に1.3％下回る程度まで近づくことが推計されています。また、15～64歳までの生

産年齢人口(以下「現役世代」という)の割合は、平成17年国勢調査で67.3％を占め

ていますが、平成42年には56.6％まで減少すると推計されています。また、0～14

歳までの幼年人口(以下「年少世代」という)についても減少することが推計されて

います。 
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図 1-2 北広島市の高齢人口割合 
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図 1-3 減少を続ける支え手の数 

出典：H17までは国勢調査結果 

H22～H42は日本の将来推計人口（平成15年12月推計） 国立社会保障人口問題研究所 
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図 1-4 人口ピラミッドでみる北広島市の少子高齢化 

単位：人 

出典：S50、H17は国勢調査結果 

H42は日本の将来推計人口（平成15年12月推計） 国立社会保障人口問題研究所 

H42の85歳以上人口はH17の構成比により按分 
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1-1-4 地区別の人口分布状況 

 

北広島団地地区は、新住宅市街地開発法により、札幌市の住宅不足対策などを

目的に、道営としては真駒内、大麻団地に続く第3の住宅団地として、昭和45年か

ら開発が始まりました。以降、人口の増加は順調に推移してきたところです。この

開発を機に、北広島市全体の人口も急激に増加してきました。しかし、平成6年5月

末の住民基本台帳人口の19,861人をピークに、一時、北広島駅前に高層マンション

が建設され人口増への兆しもありましたが、その後は減少傾向となっています。ま

た、団地造成当時に転居してきた方々が高齢期に達したことなどから、北広島団地

の高齢化率は、市平均の18.7％に対して26.4％と高い状況となっています。 

 

西の里地区は、昭和45年に開発が始められた西の里団地を中心として、その後、

区画整理事業により市街地整備が進められ、札幌市に接していることもあり、人口

は増加を続けています。生活圏のほとんどが厚別区の新札幌地域となっていました

が、最近は商業施設等の立地も進んでいます。人口が増加し若年層も多い半面、高

齢化率は、西の里団地や市街地の周辺部では、地区全体の19.1％に対して30.6％と

高い状況にあります。 

 

東部地区は、公共施設、教育施設、商業施設などが集積する市の中心地区とし

て発展してきました。昭和46年の北広島駅前の区画整理事業に始まり、以降、民間

事業者による宅地開発や組合施行等による区画整理事業により、人口の増加が進ん

でいます。一方、市街地の周辺部では、人口減少傾向にあり、高齢化率も31.6％と

高い状況にあります。 

 

大曲地区は、国道36号、道央自動車道の北広島インターチェンジや、道道栗山

北広島線、羊ヶ丘通など道路網に恵まれ、札幌市や新千歳空港、北広島市街への交

通の要衝となっています。また、大曲工業団地は条件の良さから、流通、情報系等

の企業が立地しています。住宅団地開発は、昭和45年の南ヶ丘団地の宅地造成に始

まり、以降、北海道住宅供給公社、民間事業者の開発や組合施行の区画整理事業に

よる宅地開発が進み、交通環境も良いことから人口の増加が著しい状況です。市街

地周辺部については、東部、西の里地区と同様に減少傾向にあり、高齢化率も

33.6％と高い状況にあります。 

 

西部地区は、国道36号沿いに沿道サービスを中心とした事業所や資材の一時保

管所などが立地しています。昭和63年の希望ヶ丘の宅地開発以降、民間事業者や組

合施行の区画整理事業による宅地造成により、人口が増加しています。市街地周辺

部については、他の地区と同様に人口は減少傾向にあり、高齢化の状況も43.8％と

高くなっています。 
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表 1-1 地区別人口・世帯の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：各年 国勢調査 

世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口

広葉町 513 1,832 514 1,692 496 1,385 511 1,226
栄町 185 637 288 895 336 858 329 751

輝美町 748 2,453 781 2,657 486 1,424 628 1,491
北進町 316 1,072 651 1,910 838 2,047
若葉町 158 561 402 1,335 447 1,266 442 1,104
南町 286 1,025 387 1,272 375 1,037 359 879

青葉町 244 876 279 918 282 766 276 670
白樺町 74 272 248 838 340 1,036 418 1,128
高台町 34 130 644 2,239 624 1,900 644 1,668
里見町 15 63 659 2,354 743 2,311 746 1,934
泉町 302 1,032 314 945 265 645

松葉町 191 688 318 1,100 550 1,711 709 1,834
緑陽町 177 631 191 574 198 513
山手町 381 1,384 614 2,040 646 1,756

北広島団地計 0 0 2,448 8,537 5,696 19,419 6,449 19,163 7,009 17,646

西の里 307 1,267 845 3,244 1,173 4,183 313 1,417 297 1,241
西の里東 587 1,850 700 1,947
西の里北 662 1,818 707 1,734
虹ヶ丘 566 1,739

西の里地区計 307 1,267 845 3,244 1,173 4,183 1,562 5,085 2,270 6,661

美咲き野 215 727
広島 558 2,063 506 1,802 495 1,381 383 846
中央 750 1,561

稲穂町 109 375 561 1,826 1,242 3,586 1,385 3,546
朝日町 464 1,449 616 1,591
美沢 359 832 568 1,152
共栄 388 1,477 589 2,226 1,100 3,423 108 481 95 412

共栄町 738 1,942 858 2,036
東共栄 807 2,508 902 2,458
富ヶ岡 152 796 140 577 105 540 81 445 43 340
新富町 166 572 366 1,060 506 1,254
中の沢 46 284 50 316 57 255 55 170 54 135
北の里 60 317 62 291 112 343 96 281 79 230
南の里 60 307 68 304 93 278 69 194 64 158
東の里 27 122 17 80 7 31 14 45 15 43

東部地区計 1,291 5,366 1,541 5,971 2,696 8,649 4,782 13,839 6,150 15,643

大曲 339 1,539 791 2,754 1,986 6,947 1,258 4,264 160 690
大曲柏葉 632 2,143 943 2,831

大曲南ヶ丘 1,000 3,027 1,165 3,032
大曲中央 381 1,104 449 1,186

大曲工業団地 80 101 31 47
大曲末広 727 2,515 883 2,809

大曲緑ヶ丘 987 2,991
大曲光 527 1,700

大曲並木 565 1,531
大曲幸町 81 151

大曲地区計 339 1,539 791 2,754 1,986 6,947 4,078 13,154 5,791 16,968

輪厚 225 997 295 1,258 351 1,235 409 1,512 91 580
輪厚中央 442 1,271
輪厚元町 3 10
希望ヶ丘 153 523 529 1,714

島松 78 357 73 290 77 258 54 164 45 111
三島 23 112 35 128 29 99 18 47 18 36
仁別 26 108 24 82 18 63 16 50 14 37

西部地区計 352 1,574 427 1,758 475 1,655 650 2,296 1,142 3,759

総数 2,289 9,746 6,052 22,264 12,026 40,853 17,521 53,537 22,362 60,677

20051970 1975 1985 1995

平成17年昭和45年 昭和50年 昭和60年 平成7年
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図 1-5 地区別人口分布 

出典：メッシュ人口は平成12年国勢調査 

   地区別人口は平成19年4月1日現在の住民基本台帳 
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1-2  北広島市の交通環境 

1-2-1  鉄道、バス及び道路の状況 

北広島市内には、道央と道東とを結ぶ国道274号、道央と道南とを結ぶ国道36号

が通り、国道36号と並行するように道央自動車道が通過しています。また、これら

の幹線道路を結ぶように、道道栗山北広島線、江別恵庭線が通り、一部を除きいず

れも4車線に整備されています。さらに、大曲地区及び西の里地区には、羊ヶ丘通、

市道大曲通、厚別東通が整備され、いずれも札幌市の幹線道路に連結されています。 

 鉄道については、千歳線が市内を北西から南東へ縦断しており、市内には、北広

島駅が1か所あります。しかし、札幌市域にある上野幌駅は西の里地区に隣接して

おり、同地区の市民が通勤・通学などで利用しています。 

 北広島駅では、千歳線の上り（千歳方面）は午前6時から午前0時台まで114本

（内快速55本）、下り（札幌方面）は午前6時から午後11時台まで113本（内快速56

本）が停車しています。上野幌駅は、普通列車のみの停車ですが、同時刻帯で上り

が59本、下りが57本停車し、市民の足としての役割を果たしています。 

 路線バスは、市内幹線道路を中心にバス路線があり、北海道中央バスとＪＲ北海

道バスが運行しています。路線は、北広島駅を中心とした北広島団地内の循環及び

東部地区等との市内路線を除くと、札幌市の福住や大谷地等を始終発とする市外路

線が中心となっており、また、道道江別恵庭線を通り、江別駅と市内東部地区を結

ぶ路線もありますが、便数が少ない状況となっています。また、長沼、南幌方面と

札幌市を結ぶ路線のほとんどが北広島駅を経由し、各町からＪＲ千歳線の利用も可

能な運行形態となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 市内交通体系 

平成18年3月末現在 
実延長

舗装済 ％ 未舗装 ％
317.5km 78.3 88.0km 21.7

総実延長 国道 高速道路 道道 市道
458.3km 17.6km 8.6km 26.6km 405.5km

市内の道路延長

舗装状況

405.5km

市道の整備状況



 -9- 

表 1-2 路線バスの運行便数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-7 路線バスの運行状況 

・朝のラッシュ時は札幌方面へ1時間に3本程度の運行 

・最終便は22時までの運行 

・朝のラッシュ時は札幌方面へ1時間に6本程度の運行 

・最終便は22時までの運行 

・朝のラッシュ時は北広島駅へ1時間に2本程度の運行 

・最終便は21時までの運行 

・朝のラッシュ時は北広島駅へ1時間に1本程度の運行 

・最終便は19時までの運行 

・朝のラッシュ時は札幌方面へ1時間に12本程度の運行 

・最終便は24時までの運行 

路線バス運行本数凡例

ＪＲバス

系統 出発地 主な経由 到着地 便数(往復合計) 経由地区 備考

長沼線
長沼東町
長沼温泉

北広島駅
西の里

大谷地タ
札幌駅

新札幌駅
47 長沼⇔東部⇔西の里⇔札幌

北広島線 北広島駅 - 大谷地タ 7 東部⇔西の里⇔札幌

北広島線 椴山 - 新札幌タ 17 西の里⇔札幌

北広島線 北広島駅 - 札幌タ 12 東部⇔西の里⇔札幌

南幌線 南幌
北広島駅
西の里

大谷地タ 8 南幌⇔東部⇔西の里⇔札幌 西幌経由

南幌線 南幌
北広島駅
西の里

大谷地タ 13 南幌⇔東部⇔西の里⇔札幌 北の里経由

南幌線 南幌 - 北広島駅 3 南幌⇔東部 西幌経由

江別線 江別駅 野幌駅
北広島駅
南の里 14 江別⇔東部

虹ヶ丘線 虹ヶ丘東 新札幌駅 3 西の里⇔札幌

虹ヶ丘循環線 新札幌駅 虹ヶ丘東 新札幌駅 26 札幌⇔西の里⇔札幌

中央バス

北広島団地線 山手町４丁目 北広島駅
東部中学校入口

総合体育館 103 北広島団地⇔東部 中央通経由

北広島団地線 山手町４丁目 北広島駅
東部中学校入口

総合体育館 176 北広島団地⇔東部 緑陽通経由

広島線
東部中学校入口

北広島駅前
道都大学

福住駅
札幌タ 26 東部⇔北広島団地⇔札幌 道都大経由

広島線
東部中学校入口

北広島駅前
輪厚ゴルフ場

福住駅
札幌タ 31 東部⇔北広島駅⇔西部⇔札幌 輪厚ゴルフ場経由

千歳線 千歳タ 大曲
福住駅
札幌タ 54 千歳⇔西部⇔大曲⇔札幌

柏葉台団地線
柏葉台団地

希望ヶ丘中央
大曲

福住駅
札幌タ 87 西部⇔大曲⇔札幌

桂台団地経由
里塚中央経由

上野幌循環線 大曲通北 - 大谷地タ 33 大曲⇔札幌

大谷地柏葉台線 柏葉台団地 - 大谷地タ 59 大曲⇔札幌

美しが丘線 福住駅 - 大曲工業団地 29 札幌⇔大曲

大曲光線 大曲光４丁目 - 札幌タ 26 大曲⇔札幌

中央バス･ＪＲバス共同運行

新札幌大曲線 柏葉台団地 大曲光４丁目 新札幌 34 大曲⇔札幌

（平成19年4月1日現在） 

２００本以上（往復）

１００～１９９本（往復）

５０～９９本（往復）

５０本未満（往復）

２００本以上（往復）

１００～１９９本（往復）

５０～９９本（往復）

５０本未満（往復）
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1-2-2 公共交通の利用状況 

平成12年の国勢調査によると、市民が通勤等

のために利用する交通手段は、自家用車が半数

以上を占めており、鉄道やバスを利用する割合

はそれぞれ2割程度となっています。 

また、その移動先としては札幌市との関係が

強く、12,000人以上が通勤・通学のために札幌

市へ移動し、9,000人以上が札幌市から北広島

市へ移動しています。 

 ＪＲの利用状況は、北広島駅では平成8年

をピークに減少傾向にあります。これは、北広島団地造成当初に転入してきた住民

が定年退職したことにより、利用客数が減少していることが考えられます。一方、

上野幌駅の利用客数が近年増加傾向にあり、これは、上野幌駅周辺の宅地開発によ

り、通勤・通学等での利用客数が増加していることが推測されます。 

 路線バス利用客数についてもＪＲと同様に、定年退職等の影響により北広島駅へ

接続する市内線の利用が減少しており、また、札幌市への市外線の利用者数が大曲、

西の里地区の人口増を背景に増加していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-9 通勤・通学者の移動 

 

 

 

 

図 1-10 JR乗車人員（1日当り）
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出典：平成12年国勢調査 

出典：平成12年国勢調査 
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【北広島駅】 

 

出典：北海道旅客鉄道㈱調べ 

【上野幌駅】 

 

図 1-8 通勤・通学時の交通手段 
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図 1-11 バス利用人員（1日当り） 

 

1-2-3 自動車保有状況 

住宅団地の開発が盛んな昭和40年代の後半では、自動車の普及がまだ低い状況

でした。 

北広島団地は、分譲後3年以内の住宅建設を条件にしたことなどから、集中的に

入居が進み、北広島駅へのアクセスとして、北海道がバス事業者へ補助を行ったこ

ともあり、バス運行が開始されました。 

しかし、他の宅地開発では、当初、利用者も少ないことからバス路線の運行が

少なく、札幌方面への道路が比較的良く整備されていることもあって、自動車での

通勤が多くなったと考えられます。 

このことが、全道平均を上回る自動車の保有につながっているものと考えられ

ます。一方で、これが、バス路線の充実を遅らせる一因になったとも思われます。 

将来、自動車を利用し、その利便性に長年慣れ親しんだ方々が、運転を止めた

時に求められる多様なサービス水準に、公共交通が応えていくことには難しいもの

があると考えられます。 
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図 1-12 自動車保有台数 

出典：北海道陸運協会「自動車統計」 

出典：JR北海道バス㈱、北海道中央バス㈱調べ 
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第第第222章章章   市市市民民民ののの外外外出出出のののすすすがががたたた   

交通システムを検討する上で、市民の移動実態や現状に対する改善要望の把握

が必要と考え、委員会では、平成18年に実施された道央都市圏パーソントリップ調

査のデータを活用するとともに、市民意識についてアンケート調査を実施しました。 

 

2-1 道央圏パーソントリップ調査 

この調査は、道央都市圏(札幌市、小樽市、江別市、恵庭市、千歳市、北広島市、

石狩市の一部、当別町、長沼町、南幌町)の将来のまちづくり計画や交通計画の策

定のための基礎データとして活用するために実施されたものであり、5歳以上の住

民を対象として年齢層、性別、地域に偏りがないように、住民基本台帳から無作為

抽出した方を対象とし、外出時に利用した交通手段について調査したものです。 

このうち、今回使用した北広島市のデータの概要は下記のとおりです。 

 

表 2-1 パーソントリップ調査の対象 

 

 

 

 

 

 

2-1-1 トリップとは 

パーソントリップ調査とは、「どのような人が、どこからどこへ、どのような目

的で、どんな交通機関を使って移動したか」を把握することを目的とした調査です。 

トリップとは、下の図に示すように｢人がある目的のために出発地から到着地へ

移動すること｣であり、例えば、ある人が自宅を出発して勤務先へ到着した場合、

これを1トリップとし、自宅と勤務先を往復すると2トリップとなります。 

 

 

 

 

           図 2-1 トリップの考え方 

 

出典：道央都市圏パーソントリップ調査ホームページ 

抽出率(%) 調査票配布数(人) 調査票回収数(人) 回収率(%) 調査日

秋期（平日） 5.85 3,429 2,397 70
平成18年10月

(3日,4日,18日,19日)

秋期（休日） 2.90 1,676 1,023 61
平成18年10月

(8日,15日)
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2-1-2 回答者について 

今回の調査では、平日のデータは2,397人、休日のデータは1,023人の方から回答

が得られました。これらのサンプル数を年齢階層別に示したものが図 2-2、地区別

に示したものが図 2-3となっており、これらは北広島市全体の年齢階層別人口割合

及び地区別人口分布の割合とほぼ同様の割合を示しています。このことから、市民

の交通行動を検討する資料として使用したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 年齢階層別人口構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 地区別人口構成 
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2-1-3 外出の状況 

 今回の調査で回答してくれた人の移動は、図 2-4、図 2-5に示すとおり平日が平

均2.36トリップ、休日が2.20トリップと、平日の移動がやや多い結果となっていま

す。このデータを調査時点の5歳以上の人口(平成18年10月1日現在 58,582人)に置

き換えると、平日は138,193トリップとなり、市内移動が全体の49%、市外への移動

とその関連が51%とほぼ半々となっています。しかし、休日は128,795トリップと平

日を下回っていますが、市内移動が全体の38%であるのに対し、市外移動とその関

連が62%と高い数値となっています。 

この移動の傾向を性別で見た場合は、男性が平日・休日とも2.55トリップである

のに対し、女性は平日が2.18トリップ、休日が1.87トリップと外出に差があること

を示しています。 

また、特に平日、休日とも65歳以上の女性の移動が平日では1.25トリップ、休日

では0.94トリップと平均を大きく下回り、外出が少ない傾向を示しているのが特徴

的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 移動の回数（平日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 移動の回数（休日） 
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次に、外出した人の割合を示す外出率ですが、図 2-6、図 2-7に示すとおり平日

は男性が81.6%、女性が72.4%、平均76.8%の人が外出しており、休日は男性が61.6%、

女性が56.1%、平均58.8%の人が外出しています。 

ここでも65歳以上の女性の外出が少ないことがわかります。さらに自動車の保有

状況をこれに重ねると、自分で利用できる車両を所有していない人が外出する割合

が、所有している人に比べ低い値を示しています。また、65歳以上の女性の車両保

有と外出率が平日及び休日ともほぼ一致していることが特徴的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 外出率（平日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 外出率（休日） 
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2-1-4 移動の状況 

移動の状況からは、買物、レジャーなどが中心となる休日の移動ではなく、通勤、

通学、通院など日常生活に必要な平日の移動状況について検証します。 

平成12年の国勢調査では、市民が通勤等のために利用する交通手段は、自動車が

約55%を占めており、市外への移動先として札幌市が多いことが明らかとなってい

ます。 

今回のパーソントリップ調査でもその傾向がさらに顕著に現れており、外出する

際に自動車を利用する割合が全体の約66％を占めています。この結果から自動車に

依存した市民生活がうかがえます。 

外出する時間帯については、午前7時～9時の通勤・通学の時間帯がピークとなっ

ており、さらに市外への移動先としては札幌市が多く、約78%となっています。 

市内移動では、各地区内の移動が通学や買物、通院などにより行われていますが、

各地区ともその半数が自動車を利用しています。 

 各地区間での移動は、札幌など他市町村への移動などと比較し、少ないことが現

れています。ただし、北広島団地地区と東部地区間は、通学、買物、公共施設利用

などと推測される移動が多くあります。 

 また、表2-3のとおり市内の地区間移動においても、約80%が自動車を利用してお

り、徒歩圏でもある北広島団地地区と東部地区間においても、約70%が自動車を利

用しています。この間はバスも利用が可能ではありますが、今回の調査では全体の

約4%の利用にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 移動交通手段         図 2-9 外出時間帯 
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表 2-2 市外への移動（全数58,436人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 移動の状況（全交通手段） 

  

 

 

 

 

 

 

 

（ﾄﾘｯﾌﾟ/日） （％） （ﾄﾘｯﾌﾟ/日） （％）

45,549 77.9 12,887 22.1

札幌市への移動 その他市町村への移動
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表 2-3 市内５地区の移動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 移動の状況(自動車利用)           図 2-12 移動の状況(路線バス利用) 

 

 

 

 

全交通手段

（ﾄﾘｯﾌﾟ/日） （ﾄﾘｯﾌﾟ/日） （％） （ﾄﾘｯﾌﾟ/日） （％）

西の里 ⇔ 東部 1,725 1,308 75.8 275 15.9

西の里 ⇔ 大曲 703 568 80.8 135 19.2

西の里 ⇔ 西部 408 408 100 0 0

西の里 ⇔ 北広島団地 346 296 85.5 0 0

東部 ⇔ 大曲 2,535 2,127 83.9 48 1.9

東部 ⇔ 西部 920 783 85.1 137 14.9

東部 ⇔ 北広島団地 10,255 7,163 69.8 246 2.4

大曲 ⇔ 西部 1,756 1,756 100 0 0

大曲 ⇔ 北広島団地 1,974 1,874 94.9 44 2.2

西部 ⇔ 北広島団地 624 568 91 0 0

21,246 16,851 79.3 885 4.2５地区合計

自動車利用 路線バス利用
地区間移動
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これらの市民の全体的な移動の状況に加え、高齢者の通院、主婦の買物及び学生

(高校生以上)の通学のための移動について、さらに分析を行いました。 

その結果、高齢者の通院のための移動手段、主婦の買物のための移動手段のいず

れも自動車の利用が約7割を占めていることが明らかとなりました。その移動時間

帯は午前中に集中しており、特に午前9時～12時の時間帯がピークとなっています。

これらの結果から、高齢者や主婦、移動目的に関わらず、自動車を利用しての移動

が主体となっていることがうかがえます。 

また、西部地区においては、高齢者、主婦とも地区内で買物をすることなく、他

の地区へ移動しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 通院時の交通手段(高齢者)    図 2-14 買物時の交通手段(主婦) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-15 通院時の外出時間帯(高齢者)  図 2-16 買物時の外出時間帯(主婦) 
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図 2-17 通院時の外出先（高齢者）   図 2-18 買物時の外出先(主婦) 

 

 

学生(高校生以上)の移動については、鉄道や路線バスを利用し通学等をしている

割合が高く、移動の時間帯は午前7時～9時に集中しています。また、その移動先と

しては札幌市が多く、北広島駅までの移動手段として路線バス等を利用し、そこか

らＪＲを利用して札幌方面へ移動している状況や、大曲、西の里、西部地区では路

線バスを利用して札幌方面へ移動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-19 通学等の交通手段     図 2-20 通学等の移動先 
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2-2 北広島市民の移動に関する意識調査（アンケート調査） 

2-2-1 調査の方法 

今回のアンケート調査は、パーソントリップ調査から把握できない高齢者の外

出頻度の少なさ、市民が感じている地域交通の問題点、市民の要望などを把握する

ために、鉄道・バス沿線地域(以下「沿線地域」という。)とＪＲ駅やバス停から遠

い公共交通空白地域(以下「交通空白地域」という。)に市内を２つに分けて実施し

ました。 

２つの地域に分けた状況は図2-21に示しています。交通空白地域では、15歳以

上の全員の方約1,500人を対象とし、沿線地域では、65歳以上の高齢者から約2,000

人を無作為に抽出しアンケートを行いました。 

なお、調査は郵送配布、郵送回収で実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-21 沿線地域と交通空白地域 

凡 例
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※平成12年国勢調査 4次メッシュ人口
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また、アンケートの設問項目は以下に示すとおりであり、外出の目的、頻度、時

間帯、交通手段、個人属性の他に、外出をあきらめたことの有無やその理由など外

出時の問題と移動手段に関するものとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-22 アンケートの設問項目 

 

問１：外出の目的と頻度 

問２：外出先 

問３：外出時間帯 

問４：外出時の交通手段 

問５：外出をあきらめるたことの有無 

問５-１：あきらめた外出目的 

問５-２：あきらめた外出先 

問５-３：外出しない理由 

問５-４：不便な理由 

問５-５：利便性向上策 

問５-６：具体案 

有 

無 

交通が不便 

交通以外の理由 

問６：自由意見 

問７：個人属性 
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2-2-2 回収状況 

配布・回収の状況は表 2-4に示すとおりであり、3,473 件に配布し、1,776 件の

回答を得ました。回収票の男女構成、地区別構成は、交通空白地域、沿線地域とも

に、配布の男女構成、地区構成とほぼ同じ割合となっており、性別、地区による偏

りがない状況となっています。 

表 2-4 アンケート調査表の配布状況 

 

 

 

 

 

 

 

a.交通空白地域 b.沿線地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-23 地区構成 

a.交通空白地域 b.沿線地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-24 男女構成

516
25.9％

580
29.1％

220
11.0％

550
27.6％

130
6.4％

西部
73

5.9%

大曲
317

25.8%

西の里
137

11.1%

北広島団地
392

31.9%

東部
311

25.3%

西部
150

28.8%

大曲
100

19.2%

西の里
143

27.4%

東部
128

24.6%

386
26.1%

369
25.0%

343
23.2%

379
25.7%

563
45.7％

919
46.0％

670
54.3％

1,077
54.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配布

回収

男 女

243
47.0％

736
49.8％

274
53.0％

741
50.2％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配布

回収

男 女

1,477人 

517人 
無回答を除く 
（12人） 

1,996人 

1,233人 
無回答を除く 
（14人） 

配布（内円） 

回収（外円） 
交通空白地域：521人 

沿線地域：1,230人 
いずれも無回答を除く 

 

【交通空白地域･沿線地域合計】 

・ 配布：3,473件 

・ 回収：1,776件 

配布 回収 回収率 配布 回収 回収率

東部 369 128 34.7% 516 311 60.3%

北広島団地 － － － 580 392 67.6%

西の里 386 143 37.0% 220 137 62.3%

大曲 343 100 29.2% 550 317 57.6%

西部 379 150 39.6% 130 73 56.2%

不明 － 8 － － 17 －

合計 1,477 529 35.8% 1,996 1,247 62.5%

地区
交通空白地域 沿線地域
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2-2-3 回答者の個人属性 

回答者の個人属性は以下のとおりとなっています。 

 年齢（交通空白地域のみ） 

65歳以上が34％を占め、次いで50代の21％、60代の14％と続いています。 

 職業 

交通空白地域では会社員・公務員、主婦の方が多い状況です。 

沿線地域は無職の方が56％を占めています。 

 自動車運転免許 （年齢・交通空白地域のみ） 

  交通空白地域は77％の方が免許を保有してい

ますが、沿線地域の方の保有は45％と低くなっ

ています。 

 自動車の保有 

交通空白地域は73％の方が保有していますが、

沿線地域の方の保有は48％と低くなっています。 

 自動車運転についての今後の意向 

交通空白地域の方は今後も運転を続けたいと

する人が61％となっています。これに対して沿

線地域の方は「今後も運転を続けたい」とする

人は29％と交通空白地域に比べて低く、将来の

自動車の運転に対する不安がうかがえます。 

 

（職業） (自動車運転免許) （自動車の保有） （今後の意向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-25 回答者の個人属性 単位：人 

主婦,
129,

25%
無職,

87, 16%

会社
員･公

務員,

163,

32%

学生,
18, 3% 自営業,

119,

22%

無回答,
6, 1%

その他,
7, 1% 無回

答, 9,
2%

持って
いな
い,

113,
21%

持って
いる,
407,
77%

持って
いる,
383,
73%

持って
いな
い,

117,
22%

無回
答,

29, 5%
運転
続け
たい,
323,
61%

公共
交通

にした
い, 76,

14%

無回
答,

130,
25%

50代,
112,

21%

65歳以
上, 180,

34%

無回答,
4, 1%

60代
（65歳

未満）,

75, 14%

20代,
28, 5%

10代,
15, 3%

40代,
62, 12%

30代,
53, 10%

無職,
683,

56%

主婦,
438,

35%

会社
員･公

務員,

65, 5%

学生, 1,
0%

自営業,
36, 3%

無回答,
18, 1%

その他,
6, 0%

持って
いる,
556,
45%

持って
いな
い,

654,
52%

無回
答,

37, 3% 持って
いる,
596,
48%

持って
いな
い,

542,
43%

無回
答,

109,
9%

運転を
続け
たい,
366,
29%

公共
交通
機関

にした
い,

205,
16%

無回
答,

676,
55%

（
交
通
空
白
地
域
） 

（
沿
線
地
域
） 
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2-2-4 外出目的と頻度 

交通空白地域では、現在就業している人もアンケート対象となっているため、

毎日の通勤が多く、次いで週1～2回と週3～4回の買物と続いています。沿線地域

では買物や通院といった外出目的が多い状況となっています。 

 

 

a.交通空白地域 

 （回答総数529人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b.沿線地域 

（回答総数1,247人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（  ）内は構成比 

図 2-26 外出目的と頻度（最頻） 単位：人 

 

17
(3%)

21
(4%)

12
(2%)

97
(18%)

17
(3%)

64
(12%)

20
(4%)

12
(2%)

12
(2%)

167
(32%)

22
(4%)

15
(3%)

12
(1%)

49
(4%)

72
(6%)

61
(5%)

27
(2%)

132
(11%)

330
(26%)

224
(18%)

37
(3%)

10
(1%)

43
(3%)

71
(6%)

45
(4%)

22
(2%)

54
(4%)

通院 

買物 

趣味ﾚｼﾞｬｰ 

通勤 

通学 

ほぼ毎日 週3～4回 週1～2回 月2～3回 月1回 

通院 

買物 

趣味ﾚｼﾞｬｰ 

通勤 

通学 

（
外
出
目
的
） 

（
外
出
目
的
） 

（外出頻度） 
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2-2-5 外出先 

交通空白地域のうち、大曲、西の里、西部地区はパーソントリップ調査の結果と

同様に札幌市への外出が多くなっています。東部地区は他の地区よりも商業施設、

病院等が整備されているため、地区内での外出が多く、札幌市への外出が少なく

なっています。 

沿線地域についてみると、東部、北広島団地地区は地区内の外出が多く、西の里、

大曲地区は札幌市への動きが多くなっています。西部地区は商業施設等の外出先

となる施設が他の地区に比べて少ないこともあり、地区内での外出はなく、大曲、

札幌地区への外出が多くなっています。 

a.交通空白地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b.沿線地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※[  ]内は地区別回答数、（  ）内は地区別回答数に対する割合 

図 2-27 外出先 単位：人 ※10人以上を表示 

※交通空白地域アンケートでは北広島団地区は調査対象ではない 

回答数（人） （％）
西の里 ⇒ 西の里 38 27
西の里 ⇒ 東部 17 12
西の里 ⇒ 札幌市 71 50
西の里 ⇒ その他 17 12

143 100
東部 ⇒ 東部 77 60
東部 ⇒ 札幌市 19 15
東部 ⇒ 市外 16 13
東部 ⇒ その他 16 13

128 100
大曲 ⇒ 大曲 30 30
大曲 ⇒ 札幌市 53 53
大曲 ⇒ その他 17 17

100 100
西部 ⇒ 東部 11 7
西部 ⇒ 北広島団地 17 12
西部 ⇒ 大曲 15 10
西部 ⇒ 西部 23 15
西部 ⇒ 札幌市 58 39
西部 ⇒ その他 26 17

150 100

西の里計

東部計

大曲計

西部計

回答数（人） （％）
西の里 ⇒ 西の里 44 32
西の里 ⇒ 札幌市 80 58
西の里 ⇒ その他 13 10

137 100
東部 ⇒ 東部 190 61
東部 ⇒ 北広島団地 55 18
東部 ⇒ 札幌市 41 13
東部 ⇒ 市外 16 5
東部 ⇒ その他 9 3

311 100
北広島団地⇒ 東部 42 11
北広島団地⇒ 北広島団地 271 69
北広島団地⇒ 札幌市 46 12
北広島団地⇒ 市外 20 5
北広島団地⇒ その他 13 3

392 100
大曲 ⇒ 大曲 128 40
大曲 ⇒ 札幌市 156 49
大曲 ⇒ 市外 11 3
大曲 ⇒ その他 22 8

317 100
西部 ⇒ 大曲 14 19
西部 ⇒ 札幌市 26 36
西部 ⇒ その他 33 45

73 100

大曲計

西部計

西の里計

東部計

北広島団地計
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2-2-6 外出時間帯と交通手段 

交通空白地域の外出時間帯は午前7時～9時、午前9時～12時が多く、交通手段は

自動車が多く利用されています。沿線地域の外出時間帯は午前9時～12時に集中し

ており、交通手段は自動車の他に、免許や自動車の保有が低いこともあり、バス、

徒歩、自転車が多くなっています。 

 

 

a.外出時間帯 b.交通手段（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答総数776人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答総数2,461人） 

 

 

図 2-28 外出時間帯と交通手段 単位：人 
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92
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自転車
86
11%
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19
2%

タクシー
61
8%

自動車
422
55%

その他
43
2%

タクシー
263
11%

JR
354
14%

バス
515
21%

徒歩
自転車

610
25%

自動車
676
27%
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2-2-7 あきらめた外出 

交通空白地域、沿線地域ともに約4割の方が外出をあきらめたことがあると回答

しています。 

外出目的は交通空白地域、沿線地域ともに半数以上が買物と最も多く、次いで趣

味・レジャー、通院と続いています。また、外出先は交通空白地域、沿線地域とも

に札幌が多くなっていますが、沿線地域では地区内での外出もあきらめたとなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-29 あきらめた外出の有無 

a.交通空白地域 b.沿線地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※10人以上を表示 

 [  ]内は地区別回答数、 

(  )内は地区別回答数に対する割合   図 2-30 あきらめた外出先 単位：人

595
(48%)

260
(49%)

97
(8%)

38
(7%）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

交通空白地域

沿線地域

ある ない 不明

1247人

529人

231(44%)

555(44%)

 

買物
139(60%)

趣味ﾚｼﾞｬｰ
51(22%)

通院
19

(8%)

その他
22

(10%)

買物
302(54%)

趣味ﾚｼﾞｬｰ
124(22%)

通院
78

(14%)

その他
51

(10%)

回答数（人） （％）
西の里 ⇒ 西の里 13 19
西の里 ⇒ 札幌市 39 56
西の里 ⇒ その他 18 25

70 100
東部 ⇒ 東部 21 41
東部 ⇒ 札幌市 12 24
東部 ⇒ その他 18 35

51 100
大曲 ⇒ 大曲 10 22
大曲 ⇒ 札幌市 24 52
大曲 ⇒ その他 12 26

46 100
西部 ⇒ 札幌市 19 32
西部 ⇒ その他 41 68

60 100

西の里計

東部計

大曲計

西部計

回答数（人） （％）
西の里 ⇒ 西の里 10 15
西の里 ⇒ 札幌市 47 72
西の里 ⇒ その他 8 13

65 100
東部 ⇒ 東部 46 39
東部 ⇒ 北広島団地 17 14
東部 ⇒ 札幌市 33 28
東部 ⇒ 市外 10 8
東部 ⇒ その他 13 11

119 100
北広島団地⇒ 東部 15 10
北広島団地⇒ 北広島団地 74 48
北広島団地⇒ 札幌市 43 28
北広島団地⇒ 市外 13 8
北広島団地⇒ その他 9 6

154 100
大曲 ⇒ 北広島団地 13 7
大曲 ⇒ 大曲 39 22
大曲 ⇒ 札幌市 96 55
大曲 ⇒ 市外 13 7
大曲 ⇒ その他 13 7

174 100
西部 ⇒ 札幌市 17 49
西部 ⇒ その他 18 51

35 100西部計

西の里計

東部計

北広島団地計

大曲計
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2-2-8 外出をあきらめた理由と望む交通サービス 

交通空白地域では、外出をあきらめた理由は、「交通が不便だから」が最も多く、

次いで「お金がかかる」となっています。交通が不便であるとする理由は、「バス

停留所が遠い」、「バス便数が少ない」、「乗りたい時間帯のバス便が少ない」が多く

なっています。 

利便性向上で望まれることは、「新交通サービス」、「路線の見直し」、「近いバス

停留所の設置」、「バス増便」が多く、具体的には、「札幌方面の充実」、「5地区の循

環」となっています。 

a.あきらめた理由（複数回答） 

（回答者数231人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b.不便の理由（複数回答） c.望むこと 

（回答者数112人） （回答総数112人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d.具体策 

（回答総数36人） 

 

※（ ）内は回答者数、回答総数に対する割合 

 

図 2-31 外出をあきらめた理由、不便

の理由及び利便性向上で望む

こと（交通空白地域） 

2 (2%)
1 (1%)

11 (10%)
1 (1%)
8 (7%)
16 (14%)

53 (47%)
33 (29%)

59 (53%)
22 (20%)

68 (61%)

0 50 100 150 200

バス停が遠い

運賃が高い

バス便数が少ない

バスがない

時間帯のバス便数が少ない

バス停がない

遅れる

バスが混雑

車の運転が困難

道路が狭い

その他

回答数（人）

13 (6%)

6 (3%)

34 (15%)

19 (8%)

80 (35%)

58 (25%)

112 (48%)

0 50 100 150 200 250

交通が不便

近くに買物する店がない

お金がかかる

用意が面倒

用がたりる

用事がない

その他

回答数（人）

2 (6%)

2 (6%)

5 (14%)

6 (17%)

10 (28%)

11 (31%)

0 10 20 30 40 50

札幌方面の充実

5地区の循環

ディマンドｻｰﾋﾞｽ

主要施設へのｻｰﾋﾞｽ

その他

無回答

回答数（人）

0 (0%)

28 (25%)

8 (7%)

3 (3%)

4 (4%)

23 (21%)

2 (2%)

24 (21%)

9 (8%)

0 20 40 60 80 100

JRアクセス増便

近いバス停の設置

安い運賃

バス増便

バスダイヤ見直し

時刻表どおりの運行

路線の見直し

新交通サービス

その他

回答数（人）
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沿線地域では、外出をあきらめた理由は、交通空白地域と同様に「交通が不便だ

から」が最も多く、次いで「お金がかかる」となっています。また、「近くに買物

する店がない」、「用がたりる」という回答も多くなっています。交通が不便である

とする理由は、「バス便数が少ない」、「乗りたい時間帯のバス便が少ない」、「運賃

が高い」が多くなっています。 

利便性向上で望まれることは、「バス増便」、「新交通サービス」、「近いバス停の

設置」が多く、具体的には「5地区の循環」、「札幌方面の充実」、「主要施設へのサ

ービス」となっています。 

a.あきらめた理由（複数回答） 

（回答者数555人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b.不便の理由（複数回答） c.望むこと 

（回答者数226人） （回答総数226人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d.具体策 

（回答総数86人） 

 

※（ ）内は回答者数、回答総数に対する割合 

 

図 2-32 外出をあきらめた理由、不便

の理由及び利便性向上で望む

こと（沿線地域）

4 (2%)
1 (0%)

23 (10%)
4 (2%)

39 (17%)
28 (12%)

111 (49%)
69 (31%)

146 (65%)
78 (35%)

58 (26%)

0 50 100 150 200

バス停が遠い

運賃が高い

バス便数が少ない

バスがない

時間帯のバス便数が少ない

バス停がない

遅れる

バスが混雑

車の運転が困難

道路が狭い

その他

回答数（人）

44 (8%)

21 (4%)

105 (19%)

39 (7%)

203
(37%)

123 (22%)

226
(41%)

0 50 100 150 200 250

交通が不便

近くに買物する店がない

お金がかかる

用意が面倒

用がたりる

用事がない

その他

回答数（人）

2 (1%)

59 (26%)

25 (11%)

1 (0%)

11 (5%)

60 (27%)

21 (9%)

25 (11%)

9 (4%)

0 20 40 60 80 100

JRアクセス増便

近いバス停の設置

安い運賃

バス増便

バスダイヤ見直し

時刻表どおりの運行

路線の見直し

新交通サービス

その他

回答数（人）

2 (2%)

2 (2%)

22 (26%)

6 (7%)

32 (37%)

22 (26%)

0 10 20 30 40 50

札幌方面の充実

5地区の循環

ディマンドｻｰﾋﾞｽ

主要施設へのｻｰﾋﾞｽ

その他

無回答

回答数（人）
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2-2-9 外出状況 

 外出頻度、交通手段、外出先 

交通空白地域、沿線地域の居住者ともに、通勤を除くと日々の生活に係る買物、

趣味・レジャー、通院を目的とする外出が多い状況です。交通手段は、交通空白地

域では自動車に特化していますが、沿線地域は免許や自動車の保有が少ないため鉄

道、バスなどの公共交通の他に、徒歩・自転車も多い状況です。 

外出先は札幌市に接している西の里、大曲地区及び西部地区については、札幌へ

の外出が多くなっています。東部地区、北広島団地地区については、他の地区に比

べて商業施設、病院等の施設が近くにあるため地区内での移動が比較的多くなって

います。 

 あきらめた外出 

約4割の方が外出をあきらめたことがあると回答しています。その目的は「買物」、

「趣味・レジャー」が多く、あきらめた外出先は札幌方面が多くなっています。 

あきらめた外出について、性別、職業、自動車運転免許の保有、自動車の保有及

び今後の意向との関係を分析すると、図 2-33及び図 2-34に示すとおりです。 

女性や運転免許、自動車の保有がない方、また、今後は運転をやめて公共交通を

利用したいという方に、外出をあきらめたことがあるという傾向が強くなっていま

す。地区別にみると、交通空白地域については回答に差がありませんが、沿線地域

では、大曲、西部地区の居住者で外出をあきらめることがあるという回答が多くな

っております。 

あきらめた理由は「交通が不便」とする回答が多く、不便の理由としては、「バ

ス停留所が遠い」、「バス便数が少ない」となっています。その性別や目的を見ると

図 2-35に示すとおりであり、女性の買物目的でバスを利用している人が多くを占

めています。 
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a.交通空白地域 b.沿線地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-33 あきらめた外出の有無と個人属性（１） 単位：人

ある 1
(100%)

ある 16
(26%)

ある 296
(47%)

ある 216
(53%)

ある 16
(46%)

ない 45
(746%)

ない 332
(53%)

ない 192
(47%)

ない 19
(54%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業

主婦

無職

会社員･公務員

学生

（35人）

（408人）

（628人）

（61人）

（1人）

ある 44
(40%)

ある 71
(59%)

ある 49
(64%)

ある 50
(32%)

ある 12
(71%)

ない 65
(60%)

ない 49
(41%)

ない 28
(36%)

ない 106
(68%)

ない 5
(29%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業

主婦

無職

会社員･公務員

学生

（109人）

（120人）

（77人）

（156人）

（17人）

ある 35
（55%）

ある 174
（60%）

ある 154
（42%）

ある 119
（41%）

ある 65
（51%）

ない 29
（45%）

ない 114
（40%）

ない 215
（58%）

ない 172
（59%）

ない 63
（49%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西の里地区

東部地区

北広島団地

大曲地区

西部地区

（128人）

（291人）

（369人）

（288人）

（64人）

ある
213

（40%）
ある
333

（55%）

ない
315

（60%）

ない
278

（45%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

（528人）

（611人）

ある
153

(40%)

ある
71

(70%)

ない
230

(60%)

ない
30

(30%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている

持っていない

（383人）

（101人）

ある
335

(56%)

ある
197

(38%)

ない
268

(44%)

ない
321

(62%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている

持っていない

（518人）

（603人）

ある 70
(51%)

ある 51
(44%)

ある 46
(49%)

ある 60
(43%)

ない 66
(49%)

ない 65
(56%)

ない 47
(51%)

ない 80
(57%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西の里地区

東部地区

北広島団地

大曲地区

西部地区

（136人）

（116人）

（93人）

（140人）

ある
139

(55%)

ある
84

(37%)

ない
116

(45%)

ない
144

(63%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

（228人）

（225人）

【
性
別
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【
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所
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【
職
業
】 

【
自
動
車
運
転
免
許
】 

外出をあきらめた

ことがある 

外出をあきらめた
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a.交通空白地域 b.沿線地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-34 あきらめた外出の有無と個人属性（２） 単位：人 

 

 

a.男女構成 b.交通手段別目的構成（女性） 単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-35 交通が不便と回答した人の移動目的と交通手段(交通空白地域と沿線地域計) 

 

 

通院 買物 趣味･レジャー 通勤 通学 その他 無回答 計
路線バス 14 80 26 0 2 0 8 130
自動車 11 64 27 0 1 0 7 110
徒歩 7 48 14 0 0 0 3 72

タクシー 14 38 11 0 1 0 3 67
JR 5 34 18 0 2 0 3 62

自転車 2 18 5 0 1 0 2 28
その他 1 7 3 0 0 0 0 11
バイク 0 1 0 0 0 0 0 1

計 54 290 104 0 7 0 26 481

目的
交通手段

ある
51

(73%)

ある
101

(33%)

ない
19

(27%)

ない
204

(67%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転を続けたい

公共交通にしたい

（305人）

（70人）

ある
82

(76%)

ある
134

(38%)

ない
26

(24%)

ない
222

(62%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている

持っていない

（356人）

（108人）

ある
109

(56%)

ある
103

(30%)

ない
84

(44%)

ない
236

(70%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転を続けたい

公共交通にしたい

（339人）

（193人）

ある
294

(59%)

ある
208

(37%)

ない
207

(41%)

ない
348

(63%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている

持っていない

（556人）

（501人）

【
自
動
車
】 

【
今
後
の
意
向
】 

外出をあきらめた

ことがある 

外出をあきらめた

ことがない 

無回答
5人
1%

女
218人
65%

男
115人
34%
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 高齢者の外出（特に女性） 

パーソントリップ調査の分析結果によると、高齢の女性の外出率が低い状況とな

っています。アンケート調査から１ヶ月当りの外出日数を見ると図 2-36に示すと

おり、高齢の女性は他の年齢の方よりも外出日数が低くなっており、パーソントリ

ップ調査の分析結果と同様の結果が得られました。 

 その理由としては、運転免許や自動車の保有がないことや、「バス停まで遠い」、

「運賃が高い」、「便数が少ない」、「乗りたい時間帯の便がない」といったことで外

出日数が低いと考えられます。中でも西の里、大曲、西部地区にお住まいの方に外

出日数が低い状況が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-36 １ヶ月当たりの外出日数 単位：日／月 

 望まれる交通サービス 

望むサービスは図 2-31、32に示すとおり、「近いバス停留所の設置」、「バス増

便」、「路線の見直し」、「新交通サービス」が多くなっています。 

「新交通サービス」の具体策としては、図 2-31、32に示すとおり、「札幌方面の

充実」が多くなっています。他の具体策として、沿線地域の方で「5地区の循環」

を望む方がみられ、その利用目的をみると、図 2-37に示すとおり、「買物」、「趣

味・レジャー」が多くなっています。 

さらに、沿線地域については「主要施設へのサービス」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-37 5地区循環と回答した人の移動目的 単位：人 
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西の里地区 19.8 16.1 12.4

東部地区 23.8 16.5 14.7

北広島団地地区 - 17.0 16.4

大曲地区 22.5 15.9 13.7

西部地区 21.9 14.9 11.1

ある 22.5 17.2 16.8

なし 17.7 13.5 13.8

ある 22.7 17.1 16.5
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自動車運
転免許

自動車
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2-2-10 アンケートに寄せられた自由意見のまとめ 

将来の北広島市の地域交通に関する自由意見は、交通空白地域で216件、沿線地

域で575件、合計791件ありました。全ての地区で「近くのバス停の設置」という意

見が寄せられています。 

地区別にみると、西の里地区では新札幌方面、東部地区では北広島駅、札幌方面、

北広島団地地区では北広島駅方面、大曲地区では北広島駅、札幌、新札幌方面、西

部地区では札幌、新札幌方面の増便という意見が多く寄せられています。その他に

は、札幌市内との料金格差や割引、補助など料金に関する意見が寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 交通空白地域 沿線地域 

西の里 

・通勤通学時や休日のダイヤ見直
し 

・老人パスなどの補助制度 
・近くのバス停設置 
・新札幌方面の増便 
・上野幌駅への乗入 

・バス運賃の割引、地下鉄等の乗継
割引 

・主要な施設の循環 
・近くのバス停設置 
・新札幌方面の増便 
・上野幌駅への乗入 

東部 

・近くのバス停設置 
・車をやめた時不安 
・スクールバスの運行 
・北広島駅までの便数増 
・コミュニティバスの運行 

・タクシーチケット、割引 
・バス運賃割引、乗継券、老人パス 
・定時にバスが来ない 
・札幌方面、現状の増便 
・北広島駅までの便数増 

北広島
団地 

 ・団地内の増便 
・無料パス 
・近くのバス停設置、商業施設の近
くのバス停設置 

・JRとのアクセス改善 
・ダイヤの見直し 
・主要な施設の循環 
・タクシー料金の割引、補助 
・循環バス 

大曲 

・近くのバス停設置 
・北広島駅、札幌方面の増便 
・ダイヤの見直し 
・札幌市内との料金格差 
・始発をもっと早く、終発を遅く 

・新札幌方面の増便 
・主要な施設の循環 
・料金割引、補助 
・市内、地域間循環バス 
・近くのバス停設置 
・北広島駅、札幌方面の増便 
・乗りたいバス便がない 
・札幌市内との料金格差 

西部 

・近くのバス停設置 
・北広島駅への増便 
・通学手段の確保 
・ダイヤ見直し 
・札幌、新札幌への増便 
・バス、タクシー料金補助 

・北広島駅、市街地への増便 
・主要な施設の循環 
・バス停の増設 
・札幌、新札幌への増便 
・バス、タクシー料金補助 
 

その他：バスの小型化、イベント時の臨時便、相乗タクシー、特定施設への運

行、地下鉄延長、待合所の設置、デマンドバスの運行 
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第第第333章章章   望望望ままましししいいい公公公共共共交交交通通通シシシススステテテムムムのののすすすがががたたた   

北広島市の概況については、既に記したように大規模住宅団地開発を契機とし、

発展を続けてきました。今後もしばらくの間は、道内自治体では数少ない人口増加

を続けるまちと想定されています。 

しかし、大規模な団地開発などにより人口が急激に増加した他の都市と同様に、

急速に進む高齢化やそれを支える現役世代の減少など、課題も想定されます。また、

公共施設の維持や整備をはじめ、高齢者や少子化への対応など、市政に与える影響

が大きいものと推測されるところです。こうした状況の中で、今後の高齢者や公共

交通に恵まれていない市民の足の確保もまた重要な問題と捉えて、調査、検討を行

ってきたところです。 

 

3-1 アンケートの自由意見に対する委員会の考え方 

アンケート調査の自由意見の主なものに対する委員会の考え方は以下のとおり

です。 

 

●路線バスの運行について、ダイヤの見直しの意見のうち「始発をもっと早く、

終発を遅く」「乗りたいバス便がない」「定時にバスが来ない」などの意見が

ありました。 

 これらの意見について個別には理解できますが、裏返して見ますと、自動

車の持つ利便性を求めるもので、現状のバス交通にこれらの全てを満足する

交通システムの実現は難しいものであります。 

 

●「老人パス(無料)の発行」「バスやタクシー運賃の補助」を求める意見が高齢

者の方を中心にありました。 

 社会を経済的に支える現役世代が、今後、急速に減少すると予想されてい

ます。少子高齢化社会に向けて、行政に依存する無料または、運行コストと

比較して低額な運賃を長期にわたり、継続することは難しいものと思われ、

全ての世代が能力に応じ公平に負担することが必要と考えます。 

 

●「コミュニティバス」「循環バス」「デマンドバス」などの運行を求める意見

がありました。 

これらのシステムに、出かけたいときに「いつでも」「何処でも」「低料金

で」「今より便利な」ものを望まれているとすれば、そういったシステムを実

現することは難しいと考えます。これらのシステムの運行には、後で述べま

すが、市が直営で運行することは現実的ではなく、バス事業者の協力が不可

欠であり、既存のバス路線の利用客の減少にならないことが前提となります。

このため、現状の便数の増加にならないこと、運行ルートが既存バス路線と

重複しないことや、やむを得ず重複する場合は重複区間での利用者の乗降を

行わない、既存路線の乗車券との互換性がないなど制約がある場合が多く、

現状の改善には難しいと考えます。 

北広島市内の公共交通空白地域には、約1,400人の方々が生活しており、市
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内でも、特に、高齢化率の高い地域であり、外出に困難を感じている方が多

くいます。これらの地域での新しいバスシステムの運行について考えて見ま

すと、バスの安全運行に必要な道路環境の整備や自家用車からの転換を含め

た利用者の見込みなど、さらに検討の必要があると思いますが、他の自治体

の例（3-2 他都市の事例）を見ますと、バス運行には相当な費用の負担が要

することや利用者の少ない運行となることが予想されます。これら地域の、

移動手段の確保については、利用者数に応じ柔軟性のある方法を考える必要

があると思います。 

 

●「市営バスの運行」を求める意見がありました。 

全国的に見て、交通事業者の経営状況は大変厳しい状況にあります。また、

多くの公営交通事業者は民営化への流れの中にあり、ノウハウの蓄積もない

状況で交通事業へ踏み出すことより、市内を運行するバス事業者と相互補完

的関係を築くことのほうが重要であります。 

 

●乗合タクシーの運行を求める意見がありました。 

少人数、柔軟な運行時間が設定できますが、通院先を知られたくないなど

個人のプライバシーに対する価値観の相違、見ず知らずの人と乗り合せるこ

とへの不安、料金設定、利用客間の利用時間の調整など課題は多いと思いま

すが、市内のタクシー事業者の状況等を踏まえながら検討をすることが必要

と考えます。 

 

●「札幌市内との料金格差の是正」「バスの増便」「運行区間の見直し」などを

求める意見がありました。 

これらについては、今後も引き続きバス事業者と協議することが必要です。 
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3-2 他都市の事例 

 

●千葉県東金市 （東金市ホームページより） 

市内循環バス 

運行の目的  既存のバス路線からバス事業者(九十九里鉄道)が撤退したため、そ

の後も路線を引き続き維持する必要があるため。 

受託事業者  九十九里鉄道㈱ 

路線名    福岡線 

所要時間   1時間20分 

停留所数   32箇所 

料金     高校生以上(200円)、小中学生(100円)、障がい者・乳幼児(無料) 

運行日    土、日、休日、年末年始(12/29～1/3)を除く毎日 

始終発時間  6:45～17:50 

便数     5便／日(午前3便、午後2便) 

18年度事業実績 

  運行日数  245日 

  乗客数   10,658人  1日当り43.5人  1便当り8.7人 

  事業コスト  

  ① バス運行委託料  8,180,550円(31,800円／日×1.05×245日) 

  ② 運賃収入     1,899,600円 

  ③ 市負担額(①ｰ②)  6,280,950円 

 

●千葉県袖ヶ浦市 （平成18年7月25日 視察調査） 

市内循環バス（試験運行～ガウラ号） 

運行の目的  公共交通機関以外に移動手段を持たない高齢者等を対象とし、市内

交通空白地帯の解消及び公共施設の利用を促進するため、3コース

の循環バスを運行。 

受託事業者  日東交通㈱ 

所要時間   赤コース(55分)、青コース(51分～1時間31分) 

黄コース(45分～57分) 

停留所数   赤コース36箇所、青コース37箇所、黄コース26箇所 

料金     小学生以上(100円)、乳幼児・障がい者等(無料) 

運行日    日・年末年始運休を除く毎日 

始終発時間  赤コース7:50～18:00、青コース7:30～18:06 

黄コース8:30～16:40 

便数     赤コース6便／日(午前3便、午後3便)～月・木運行 

       青コース7便／日(午前3便、午後4便)～火・金運行 

       黄コース6便／日(午前3便、午後3便)～水・土運行 

使用バス   25人乗り、車椅子1台、リフト乗降対応 

その他    国道、県道、広域農道以外の区間は自由乗降ができる 
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17年度事業実績 

  運行日数  307日 

  乗客数   3,729人  1日当り12.1人  1便当り1.7人 

  事業コスト  

  ① バス運行経費   11,260,725円 

  ② 運賃収入       364,900円 

  ③ 市負担額(①ｰ②)  10,895,825円 

【利用者数が当初の見込みを大きく下回り、アンケートによる利用調査や運行方法

の改善を図っているが、利用者数の増加にはいたっていない。】 

 

●埼玉県和光市  （平成18年7月26日 視察調査） 

市内循環バス  

運行の目的  市内公共施設の利用促進の向上を図る目的及び交通不便地域住民の

足の確保をするため 

受託事業者  東武バスウエスト㈱ 

所要時間   南コース(51～56分)、北コース(58分) 

停留所数   南コース31箇所、北コース27箇所 

料金     100円、乳幼児・65歳以上・障害者等(無料) 

運行日    年末年始運休(12/29～1/3)を除く毎日 

始終発時間  南コース7:30～19:41、北コース7:30～20:02 

便数     南コース10便／日(午前4便、午後6便) 

       北コース10便／日(午前4便、午後6便) 

17年度運行実績 

  運行日数  359日 

  乗客数   133,265人  1日当り371人  1便当り18.6人 

【乗り継ぎ券の発行や運行経路の見直しなどを行い、利用者数の増加に努めている

が大きな効果は得られていない】 

 

●北海道千歳市  （平成17年10月26日 視察調査） 

市内循環バス ビーバス 

運行の目的  住宅地と大型商業施設、商店街、市民病院などの公共施設を循環す

るバスを運行することにより高齢者や主婦といった移動の制約を受

けている市民の外出を促進し、中心市街地の活性化を図る。 

受託事業者  北海道中央バス㈱、千歳相互観光バス㈱ 

所要時間   1時間5分 

停留所数   43箇所 

料金     大人160円、小人80円 

運行日    毎日 

始終発時間  8:00～17:35 

便数     16便／日(午前8便、午後8便) 

使用バス    低床式30人乗 車椅子1台 

その他     既存路線の回数券、定期券は使用できない 
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17年度事業実績 

  運行日数  365日 

  乗客数   124,109人  1日当り340人  1便当り23.1人 

  事業コスト  

  ① バス運行経費    43,366,938円 

  ② 運賃収入      18,755,800円 

  ③ 市負担額(①ｰ②)   24,611,138円 

 

●北海道伊達市  （平成19年10月18日 視察調査） 

乗合タクシー 愛のりタクシー 

運行の目的  高齢者の負担が少なく安心して利用できる交通手段の確保 

事業主体   伊達商工会議所 

運行事業者  光星タクシー㈲、㈱伊達ハイヤー 

利用対象者  60歳以上の登録会員 平成19年9月末現在登録者1,291人 

利用料金   市内を9地区に区分し、同一地区、隣接地区の移動は500円、移動す

る地区が1地区増えるごとに500円加算 

運行日    月曜日～金曜日(前日予約) 

運行時間   8:30～17:00 

利用状況(1日当り)  

H19.4月 17.6人、5月14.9人、6月17.6人、7月17.9人 

       8月16.7人、9月18.9人 

【新たなビジネスモデルとして市からの補助を受けず運行を開始した。１日30人の

利用目標に対し、18人前後で推移している。】 
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3-3 現状のとりまとめと交通課題 

パーソントリップ調査、市民アンケート調査、他市の事例などから、北広島市の

地域交通が抱える課題等が浮かび上がってきました。それらをまとめるとおおよそ

以下の様になり、市政への要望も踏まえ検討課題の絞込みを行いました。 

 

 国勢調査、パーソントリップ調査、市民アンケートなどを通じ、市民の外出の

移動手段として、自家用車の利用状況が高く、それは近隣都市に比べ、世帯当

りの自動車保有台数や整備され恵まれている道路網などに裏付けられているも

のと考えられます。また、こうした状況の中で、アンケートでは、5年後、10

年後といった将来の自動車運転への不安から、移動にあたっては公共交通の利

用へ転換しようと考えている高齢者の方々の意向も寄せられています。 

 

 パーソントリップ調査では、高齢者の外出する割合が低く、特に65歳以上の女

性が外出する割合は、自分の保有する自家用車の割合とほぼ一致するなど、他

の年齢層、性別と比較して低いものとなっています。アンケート調査では、公

共交通に不便を感じていることが意見として多くあげられておりましたが、経

済的な理由を原因としている意見もありました。 

 

 アンケート調査においては、既存の公共交通（バス運行）について、「路線の

延長、見直し」「運行経路の変更」「バス停の設置」といった意見が多く寄せら

れています。特に、西の里、大曲、西部地区からは、札幌方面への増便、通学

時刻帯の増便等を求める意見が寄せられています。 

 

 アンケート調査においては、外出をあきらめた理由として、「バス便数が少な

い」「乗りたい時刻帯のバスがない」「バス停が遠い」など交通が不便なことを

あげている回答もありました。その外出目的は、買物や趣味・レジャーが大半

を占めていますが、中には、通院をあきらめたという回答も寄せられています。 

 

 市が毎年実施している市政懇談会や自治会、町内会からの要望には、アンケー

ト調査などでの意見と同様なもののほか、公共交通路線のない地域からの移動

手段の確保などが求められています。 
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この様な事から、委員会では以下の３点を課題とし検討を行いました。 

 

 高齢者の移動手段の確保 

 交通空白地域の交通手段の確保 

 移動の実態、地域のニーズに対応した交通サービスの提供 

 

 

 

市政懇談会での意見 

 大曲地区・西の里地区から札幌方面への交通手段の充実、拡大 

 バス路線のない交通空白地域の解消 

 バス停から離れた高齢者、障がい者などの移動困難者の交通手段の確保 

 運転免許を持たない主婦層や学生等の交通手段の確保 

 5地区の連携を図る交通網の確保（循環バス等） 

 JR北広島駅を基点とした各地区への交通連絡網の拡大・充実 

 通勤・通学などの時間帯に応じた路線バスのダイヤの見直し 
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3-4 北広島市に望まれる交通システム 

委員会では、大きく３点の検討課題で議論、検討を行ってまいりました。 

その中では、安全・安心な道路交通システムとは、道路などのハード面での環境

整備、運行する自動車等とそれをコントロールする情報、個人が求める利便性の充

足と費用負担、また、利用、運行する人の対応（気持）等の様々な要素が総合的に

機能することであると考えました。しかし、多様な価値観や能力を持つ全ての人の

需要を満たし、共通する交通手段はありません。 

また、先に記している様に、市内の移動手段を担っている多くの事業者とは競争

的な関係を作ることなく、相互補完的に共存関係を構築していくことが大切であり

ます。 

このようなことを前提として、市内の公共交通の現状を踏まえ、アンケート調査

や市民の意向に対応できるいくつかの交通システム等を検討いたしました。 

 

 交通環境のバリアフリー化 

 市民にとっての公共交通は、安全で快適に利用できることが求められています。

高齢化を踏まえ、「歩道の段差の解消」「除雪体制の充実」などによる道路環境の改

善や「低床バスの導入」「待合所の設置」といったバリアフリー化を図ることによ

り、安全で快適な公共交通システムの利用環境が確保され、利便性の向上が図られ

るものと考えます。 

関係機関と協議を進めて、できるものから実現を目指すべきであります。 

 

 バス路線の変更・見直し 

現状として路線バスの利用に関しては、バス停までの距離や運行便数、定時性の

確保や料金など、様々な理由から、利便性の高い自動車を利用した移動が多い状況

となっております。しかし、自動車運転に対する不安から将来は公共交通を利用し

たいと考えている高齢者の意見もアンケートに寄せられています。 

委員会としては、「既存の路線の一部変更・見直し」、「路線の延長」、「運行時間

の見直し」、「札幌市内との料金格差の是正」について、バス事業者と協議を行うこ

とを望みます。これにより、通学、通院、買物といった日常生活を営む上で最低限

必要となる移動手段が確保され、利用者の利便性が向上することで利用者数の増加

も図られると考えます。 
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 バス停留所の新設 

高齢化に伴い、長い距離を歩行することが困難となっている方、荷物を持って移

動することに困難を感じている方などが存在しています。 

また、バス停までの直線距離では近いものの、道路に中央分離帯があることによ

り迂回しなければならないことなどから、バス停までの距離が遠くなり、外出に支

障をきたしている状況が見られます。 

こうした状況については、バス停の新設や配置の見直しなどにより利用者の利

便性が図られると考えます。しかし、バス停の増設は、バスの乗降時の利便性の向

上には有効と考えますが、一方で、バスの平均走行速度の低下、定時性の確保が困

難となるなどデメリットもあるので、利用者の理解を得ながら事業者との協議を進

める必要があります。 

 

 循環型バス路線の検討 

アンケート調査に寄せられた意見の中には、「市内を循環するバス」、「主要施設

を回るバス」の導入といった意見が寄せられています。しかしながら、現状の移動

手段として、6割以上の方が自動車を利用しており、パーソンリップ調査や市内の

バス利用状況から、市内各地区間のバスを利用する交通需要は低く、札幌市へ向う

傾向が強く見られます。 

また、100～200円といった低料金の運賃設定による運行といった意見も寄せら

れています。自動車利用が多く、直ちにバスへの転換も見込まれない中での循環型

路線の導入は、運行経費と便益の関係から極めて利便性の乏しいものにならざるを

得ず、実現は難しいものであります。 

 

 交通空白地域の移動手段の確保 

交通空白地域にお住まいの方が、日常生活を営む上で必要な移動手段の確保は

重要なことであります。移動手段の確保を図る上で、バス路線の新設や変更、延長

も一つの方法と考えますが、地区の状況を見ますと、人口が減少傾向にあり、また、

住居が点在していることなどから、採算性の点からバスの運行は難しいものと思わ

れます。福祉有償運送的なサービスの活用や乗合タクシーなど、少ない利用者のニ

ーズに柔軟に応えられるサービスを検討する必要があります。 

 

 福祉サービスの拡充 

現在北広島市では、障がい者の方などに対する移動サービスとして、福祉タク

シー・福祉自動車燃料チケット、移送サービスと合わせて福祉有償運送などが行わ

れています。これらのサービスは、自動車が持つ「玄関から玄関」や「運行路線」、

「運行時間」の柔軟性を持ったサービスと考えられます。通院などの日常生活を支

えるとともに、社会参加を促進するこれらの施策については、引き続き実施すると

ともに、サービスの充実が図られることが大切と考えます。 
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 乗合タクシー 

乗合タクシーは、バス交通にはない、玄関から玄関、路線や運行時間に対する柔

軟性があり、利用者にとっては利便性の高い交通手段と考えます。しかし、通常の

タクシーと違い、他人が乗り合うことに対する抵抗感や公共交通に比べて高い料金

負担の問題もあります。 

視察研修先の伊達市の事例では、既存のタクシー事業者によって運営されており、

空車タクシーの利用による効率化や、このための新たなシステム導入のために費用

をかけないことなど、経費の負担を極力抑えているものの、厳しい経営状況となっ

ております。 

北広島市において導入を考えた場合、区域区分の問題や利用者の料金負担の課題

があるものの、利用者それぞれのニーズに対応した運行が可能であると考えられ、

市内タクシー事業者と協議等を行い、早期に検討を進めることが必要であります。 

 

 



 

○おわりに 

 

委員会では、公共交通空白地域にお住まいの方やバス沿線地域の高齢者など移

動制約者の移動手段について、既存の交通システムの見直しや新たな交通システム

などの検討を重ねてまいりました。 

この過程で、自動車運転に対する不安から、将来はバスを利用したいという高

齢者の声も数多く寄せられました。しかし、長年にわたり自動車の利便性に慣れ親

しんだこれらの方々が要求すると予想される多様で質の高いサービスとその人数の

多さに、バス交通が対応することは極めて困難なことであると思われます。 

この問題解決には、多岐にわたる課題があり、委員会では特に議論は行ってお

りませんが、近い将来極めて大きな地域課題になると予想されます。 

社会は、税金により行政が提供するサービス「公助」、近所同士の思いやりのよ

うな「共助」、自分自身の努力「自助」の三つの助け合い、支え合いで成り立って

いますが、少子高齢化社会を迎えて「公助」には限界が見えています。また、都市

においては、近所付き合いの希薄化、自身のプライバシーを他人に知られたくない

などにより、痛ましい事例も発生しております。このように、「共助」や「自助」

など地域の力の基礎も難しい時代に直面しているように思われます。 

これからの時代、「公助」に多くを期待できない以上、困難と苦痛を伴うことで

はありますが、「公助」、「共助」、「自助」の関係を再構築し、地域を活性化させる

とともに、医療や介護などの社会の仕組みや買物など生活様式を変えなければ地域

交通問題の解決は難しいと実感させられました。 

この報告書が、関係者の施策に反映され、早期に現状の改善が図られるととも

に、市民の皆様にも自身の近未来の問題として、地域交通問題を考える手掛かりに

なることを願っております。 

最後になりますが、私たち委員へ絶えず適切な助言をいただいた千葉先生をは

じめ、アンケートの回答など多くの市民の皆様や関係者の皆様の協力に深く感謝申

し上げます。 
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検討委員会の開催状況 

 

 

第１回  H19. 5.30  ・検討委員会設置の目的とスケジュール 

            ・統計資料による北広島市の現状について 

 

第２回  H19. 6.23  ・地方都市におけるバス交通の取組みについて 

           ・先進事例の視察報告 

 

第３回  H19. 7.27   ・各地区の交通課題について 

 

第４回  H19. 9.26   ・パーソントリップ調査の分析結果について 

 

視察研修 H19.10.18   ・伊達市におけるライフモビリティサービスの視察 

 

第５回  H19.10.31  ・アンケート調査の内容について 

 

第６回  H19.11.28   ・アンケート調査の結果について 

 

第７回  H19.12.20   ・アンケート調査の結果について 

           ・報告書の構成について 

 

第８回  H20. 2.28   ・アンケート調査の結果について 

           ・報告書（素案）の検討について 

 

第９回  H20. 3.17   ・報告書（素案）の検討について 

 

第10回  H20. 3.28   ・報告書（案）の検討について 
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